安全運転管理規程

第　一　章　　総　　　則

第　一　条【準拠規程】この規程は就業規則第三十二条及び安全衛生規程第九条に基づき、株式会社○○○○商事（以下会社という）における安全運転の管理について必要な事項を定めたものである。

第　二　条【定義】この規程で車両とは会社所有或いは会社が借り上げたものでその運転にあたり道路交通法に基づいて運転免許を要する車両をいう。

二．この規程で車輛運転者とは運転者台帳に登録された者で前項の車輛を法令に従って運行計画に基づき業務のために運転する者をいう。

第　二　章　　安全運転委員会

第　三　条【安全運転委員会】従業員の安全運転意識の高揚ならびに安全運転管理の徹底を図ることを目的として安全運転委員会を置く。

第　四　条【委員会組織】安全運転委員会は委員長・副委員長及び委員を以て構成する。

二．委員長は会社代表が副委員長は従業員代表がこれにあたり、委員は委員長が指名する。

三．委員会は委員長が召集し開会する。

第　五　条【委員会の任務】安全運転委員会は次に掲げる事項を審議する。

(１)車両運転者の指導・監督・教育訓練の基本方針に関する事項

(２)交通事故の防止対策に関する事項

(３)交通事故の処理に関する事項

(４)車輛運転者の適性検査に関する事項

(５)安全運転の社内周知に関する事項

(６)安全運転のための作業環境及び施設整備に関する事項

第　三　章　　安全運転管理者

第　六　条【安全運転管理者】安全運転管理者は法定の資格を有する従業員のうちから会社が選任し公安委員会に届け出る。これを解任したときも同様とする。

二．安全運転管理者のもとに安全運転管理補助者を置く。

第　七　条【安全運転管理者の職務】安全運転管理者は従業員の安全運転に関する管理全般をその職務とし、安全運転に必要な運行管理・労務管理・教育訓練及びそのために必要な指示・指導をおこなう。

二．安全運転管理者は車両の鍵を管理するとともに車両の点検・整備について留意し車両の保守・保安に努めなければならない。

三．安全運転管理補助者は安全運転管理者の指揮をうけその職務を補佐する。

第　四　章　　運転者管理

第　八　条【運行計画】安全運転管理者は車両運転者の能力及び健康を考慮して運行計画を策定する。

第　九　条【運転日報】安全運転管理者は車輛運転者の運転状況を把握するため車輛運転者ごとに運行の目的・運転開始及び運転終了の日時・運転した距離及び行先その他を記録する運転日報を記載させ備え付ける。

第　十　条【運転者台帳】安全運転管理者は運転免許を所持する従業員について異動等の状況を把握するため車輛運転者の氏名・性別・生年月日・運転免許の種類・有効期間・運転条件・運転暦その他を記録する運転者台帳を備え付ける。

二．安全運転管理者は前項に定める運転者台帳に登録された車輛運転者以外の者に当社の車輛を運転させてはならない。

第 十一 条【車輛管理台帳】安全運転管理者は車輛の整備状況・車検の有効期間・任意保険の付保状況を記録した車輛管理台帳を備え付ける。

二．安全運転管理者は通勤車輛について前項に準じた通勤車両管理台帳を備え付ける。

第 十二 条【始業点検他】安全運転管理者は車輛運転者の就業にあたり健康・服装に注意し安全運転上の指示・指導を行い、車輛運転者が道路交通法等法令の禁止する事項に該当する時は車輛を運転させてはならない。

二．安全運転管理者は車輛運転者にその就業に際して立合のもと所定の始業点検を行わせ車輛の安全を確認し安全運転の指導に努めなければならない。

三．前二項に定める他、安全運転管理者は随時に安全運転に関する講習会・研究会等を開催し車輛運転者の安全意識向上をはかる。

第　五　章　　事故の処置

第 十三 条【事故報告】安全運転管理者は事故が発生した場合には直ちに当事者に事故報告を提出させ、事故内容を検討して必要な処置をとらなければならない。

第 十四 条【事故の解決】安全運転管理者は事故にともなう求償あるいは補償の事務を行う。但し、訴訟に及んだときはこのかぎりではない。

第 十五 条【運転者の責任】車輛運転者の私用中の事故あるいは無断使用中の事故について会社は一切その責任を負わない。

　付　　則

第 十六 条【実施期日】この規程は平成 ２０ 年 １０ 月 １ 日より実施する。
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